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海の動物プランクトンも病気になる？ 
――海洋性ウイルスがカイアシ類の生理・生態に影響―― 

 

発表のポイント 

◆海洋生態系で重要な動物プランクトン“カイアシ類”の個体数や生理状態がウイルスにより

影響を受けていることが初めて示されました。 

◆これまで海洋生態系における役割が不明であった動物プランクトン－ウイルスの相互作用の

重要性が明らかになりました。 

◆動物プランクトンとウイルスの詳細な調査は水産重要種の挙動を含む海洋生態系の理解につ

ながると期待されます。 

 

カイアシ類と観察されたウイルス  

 

発表内容 

東京大学大気海洋研究所の平井惇也講師と、紋別市産業部水産課の片倉靖次参事、水産研究・

教育機構水産技術研究所の長井敏主幹研究員らによる研究グループは、これまで謎に包まれて

いた海洋性ウイルスが動物プランクトンの個体数や生理状態に与える影響を調査しました。 

動物プランクトンは一次生産者である植物プランクトンを主に摂餌し、水産重要種を含む魚

類仔魚等の重要な餌となり海洋生態系を支えています。一方、海洋性ウイルスは微生物や植物

プランクトンに感染することで物質循環に大きな影響を与えるのみならず、養殖業では時に大

量斃死（へいし）を引き起こし我々の生活にも密接に関わっています。しかし、動物プランク

トン－ウイルスの相互作用については圧倒的に理解が進んでおらず、長らく海洋生態系を理解

する上で欠けたピースとなっていました。 

そこで本研究グループは、海洋モニタリングが行われる北海道紋別市オホーツクタワーにお

いて高頻度採集を行い、調査地域で優占するカイアシ類 Pseudocalanus newmani に着目してウ

イルスとの関係を調べました。はじめに、カイアシ類から次世代シーケンサー（注 1）を用い

て RNA の塩基配列を取得する RNA-seq（注 2）を行ったところ、これまで未報告のウイルスの配

列が取得されました。また、これらのウイルスのカイアシ類からの検出率、各個体におけるウ

イルスコピー数を定量 PCR 法（注 3）で調べたところ、カイアシ類の個体数の減少時期とウイ
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ルスが検出される時期が一致し、ウイルスがカイアシ類の増減に関与している可能性が示され

ました。 

 

▼発表内容の続きは、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20241119.html 
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研究助成 

本研究は、科研費「海洋性動物プランクトンに感染するウイルスの存在意義の解明（課題番号：

20H03057）」、「地球規模に分布する海洋性カイアシ類のウイルス特性および機能（課題番号：

23K26979）」の支援により実施されました。 

 

用語解説 

（注 1）次世代シーケンサー 

数百万～数億の DNA または RNA の塩基配列情報が大量に決定可能なシーケンサー。１度に１配

列を取得していた従来のシーケンサーに比べて迅速かつ網羅的に塩基配列が取得可能。 

（注 2）RNA-seq 

次世代シーケンサーから得られた大量の RNA の配列情報を解析する技術。目的の生物の機能遺

伝子の発現量の比較だけでなく、ウイルスを含む寄生生物の RNA 配列も取得が可能。 

（注 3）定量 PCR 

特定の機能遺伝子や生物のみを対象とし、コピー数を計算できる技術。特定のウイルスの検出

やコピー数の計算に強力な手段となる。 
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